
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

月 日 曜 議会日程 

2 24 水 本会議（上程） 

3 

4 木 本会議（一般質問） 

5 金 本会議（一般質問） 

8 月 本会議（一般質問） 

10 火 
総務文教常任委員会 

   （予算以外） 

11 水 
総務文教常任委員会 

（一般会計予算） 

12 金 
総務文教常任委員会 

（一般会計予算） 

15 月 
総務文教常任委員会 

（一般会計予算） 

16 火 
総務文教常任委員会 

（一般会計予算） 

18 木 都市環境福祉常任委員会 

26 金 
本会議 

  （委員長報告・採決） 

 

  

先
日
、
子
育
て
マ
マ
か

ら
「
次
の
４
月
か
ら
育
児

休
業
明
け
で
、
保
育
園
に

入
所
申
し
込
み
を
し
て

い
る
。
だ
け
ど
、
家
族
に

は
糖
尿
病
を
抱
え
て
い

る
者
も
い
て
、
コ
ロ
ナ
感

染
は
絶
対
に
防
が
な
く

て
は
い
け
な
い
。
ま
た
、

小
さ
い
子
ど
も
で
も
感

染
し
て
い
る
報
道
も
あ

り
、
い
ま
保
育
所
入
所
を

さ
せ
る
こ
と
は
怖
く
て

た
ま
ら
な
い
。
だ
け
ど
、

仕
事
を
辞
め
た
ら
暮
ら

し
て
い
け
な
い
し
、
何
と

か

し

て

も

ら

え

な

い

か
？
」
と
い
う
、
コ
ロ
ナ

か
ら
家
族
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
た
め
の
必
死

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。 

 

そ
こ
で
、
市
の
担
当
課

に
「
コ
ロ
ナ
特
例
と
し
て

対
応
で
き
な
い
か
？
」
と

く
り
返
し
相
談
し
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
市
は
「
緊

急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
に
配
慮

し
た
対
応
を
」
と
い
う
こ

と
で
、
コ
ロ
ナ
の
中
で
不

安
な
保
護
者
に
寄
り
添
い

柔
軟
に
対
応
し
て
く
れ
、

相
談
者
も
本
当
に
安
心
さ

れ
ま
し
た
。 

 

ネ
ッ
ト
や

S
 N

 S

で

も
、
コ
ロ
ナ
の
中
で
悩
ん

で
い
る
子
育
て
世
帯
が
溢

れ
て
い
ま
す
。
１
人
の
小

さ
な
声
か
ら
、
同
じ
よ
う

に
悩
み
な
が
ら
声
を
上
げ

ら
れ
な
い
方
も
含
め
救
わ

れ
る
結
果
に
つ
な
が
っ
た

こ
と
に
大
き
な
喜
び
と
と

も
に
、
小
さ
な
声
に
も
心

を
寄
せ
る
こ
と
の
大
切
さ

を
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。 

 

 日本共産党は、「後期高齢者の医療費窓口負担割合の

引き上げを行わないことを求める意見書」「日本政府

に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書」

を含め３本の意見書を提出しました。 

 
今夏の東京五輪を中止し、コロナ収束に全力を求める意見書 

 新型コロナウイルス感染が世界的に拡大し、感染力のより
強い変異型も発生している。また、コロナに感染し自宅で療
養していたり、入院を待っている間に亡くなる方が多数出て
いるなど、医療体制の逼迫は、五輪の延期を決めたとき以上
に深刻になっている。 
 そうした中で、国民世論はどの調査でも、東京２０２０オ
リンピック・パラリンピック大会は「中止・再延期をすべき」
との声が約８割にもなり、「開催すべき」は１割台となって
いる。これは、「コロナ対策に集中してほしい」「今は命を優
先するべき」という国民の切実な声の反映である。 
 今夏の五輪をめぐって第一に、ワクチン接種は一部の国で
始まったものの、W H O は今年中に世界全体での集団免疫
の達成は「あり得ない」と発言しており、ワクチンを頼りに
開催を展望することは到底できない。第二に、感染状況の違
いによる各国の練習環境や、ワクチン接種での先進国と途上
国の格差があり、「アスリート・ファースト」の立場からも
問題がある。第三に、大会には当初予定の１万人の医療従事
者に加え、コロナ対策の体制も必要となりこれだけの医療ス
タッフを五輪に振り向けることは非現実的である。 
 これらの問題点を考慮するならば、今年夏の五輪開催は中
止し、日本と世界のあらゆる英知をコロナ収束に集中すべき
であると考え、以下の点を求める。 

記 
一． 政府として「開催ありき」の立場を改め、今夏の五
輪中止を決断し、新型コロナウイルス感染拡大を完全に抑え
込むために、東京都や大会組織委員会、I O C や J O C など
と開催の是非について協議を開始すること。 

 ぜひ傍聴に 

お越し下さい 


